
月別

〇点呼時の酒気帯び検査免許証確認

べきこと 　 〇添乗指導実施の必要性 〇年末年始の事故防止 〇脳ドック他健康診断

１２月
〇バスの運行の安全、乗客の ○年末年始輸送等の安全総点検 〇安全・確実な輸送は社会的使命である認識 〇積雪、凍結路の安全走行 〇滑り止め装置の早め装着指示

安全を確保するために遵守す 〇車輪脱落事故防止対策 〇他の運転者の模範となることの認識 〇飲酒運転撲滅と覚醒剤の使用厳禁

〇SAS・脳ドック受診
　 〇添乗指導実施の必要性 保持の徹底

１１月
〇バスを運転する心構え 〇車輪脱落事故防止キャンペーン 〇疾病と交通事故の因果関係 〇タイヤ交換後の確実な点検 〇冬用タイヤ安全性の確認

〇健康診断の有効活用と生活習慣の改善指導 〇高速道に於ける適正車間距離

免許証の確認
　 〇添乗指導実施の必要性 〇非常口の開閉点検 ○サービスの向上（自己研鑽）

１０月
〇健康管理の重要性 〇異常気象時に於ける対策 〇生理的要因、心理的要因の具体的説明 ○自転車、二輪車対する事故防止 〇点呼時の酒気帯び検査・

〇労働衛生週間 〇飲酒運転、酒気帯び運転及び覚醒剤等の使用禁止 〇早目点灯の実施

運転の必要性
らえの対処方法 　 〇添乗指導実施の必要性 〇秋の行楽期に於ける事故防止 〇エコドライブの積極的実践

９月
〇交通事故に関わる運転者の ○秋の交通安全運動実施 〇適性診断の受講及び活用 〇車内事故防止呼びかけ励行 〇損害保険会社から見る安全

生理的及び心理的要因とこれ 〇飲酒運転防止週間 〇危険予知トレーニング 〇ゆとり運転、ゆとり乗降

スクリーニングテスト
〇添乗指導実施の必要性 〇高速道路走行時の安全確認

８月
〇運転者の運転適性に応じた 〇車内事故防止対策 〇危険の予測訓練 〇ゆとり運転、ゆとり乗降 〇久里浜式アルコール症
安全運転 〇三角停止表示板・発煙筒訓練 〇夏祭り行際時の事故防止

〇三角停止表示板・発煙筒点検

〇添乗指導実施の必要性 〇非常口の開閉点検
７月

〇危険の予測及び回避並びに 〇多客期に於けるテロ、バスジャック 〇迂回路の安全確認 〇後退時の安全確認 〇睡眠時無呼吸症候群調査
緊急時における対応方法 対策訓練 〇緊急時の対応・連絡先 〇回送時の事故防止

〇セーフティ１２３参加
　 〇添乗指導実施の必要性 〇交差点に於ける事故防止

６月
〇運行路線・経路における道路 〇梅雨期に於ける事故防止対策 〇旅客の乗降時に於けるドア開閉の適切な操作 〇梅雨期に於ける事故防止 ○サービスの向上（自己研鑽）

及び交通の状況 〇道路及び交通の状況に配慮した発・停車確認 〇ドア開閉機構の点検整備

〇高速道に於ける適正車間距離

　 〇添乗指導実施の必要性 〇交通法規の遵守 保持の徹底

５月
〇乗客が乗降するときの安全を 〇妨害運転防止対策 〇急な運転操作による車内事故の防止 〇過労運転の防止 〇エコドライブの積極的実践
確保するために留意すべき事項 　 〇危険予知トレーニング 〇健康管理の徹底

〇薬物服用の有無・健康状態の

　 〇外部講師招聘講習 〇タイヤ交換後の確実な点検 実態調査
４月

〇乗車中の乗客の安全を確保 ○春の交通安全運動 〇ドライブレコーダーの映像を活用した安全教育 〇ゆとり運転、ゆとり乗降 〇家族参加型飲酒運転撲滅
するために留意すべき事項 〇車輪脱落事故防止キャンペーン 〇添乗指導実施の必要性 〇横断歩行者保護の徹底

確認
〇添乗指導実施の必要性 〇構内に於ける事故防止の啓発 〇エコドライブの積極的実践

３月
〇貸切バスの添乗指導 〇車内事故防止対策 〇運転者が遵守すべき事項及び交通ルールの認識 〇車内事故防止呼びかけ励行 〇点呼時の酒気帯び検査・免許証

〇車輪脱落事故防止対策 〇車高、視野、死角、内輪差及び制動距離等の認識 〇発進、停車時の車内確認

〇適性診断受診と活用
〇外部講師招聘講習 〇運行前点検、定期点検の実施 〇救命講習受講

２月
〇バスの構造上の特性 〇非常口より退避訓練 〇公共的な輸送事業の認識 〇子供、高齢者に対する事故防止 〇健康診断

〇添乗指導実施の必要性 〇横断歩行者保護の徹底

〇適性診断受診と活用
運転方法 走行対策 〇添乗指導実施の必要性 の実施

１月
〇安全性の向上を図るための 〇年末年始輸送等の安全総点検 〇交通事故の事例により確認 〇発進時の右左折確認 〇健康診断
装置を備えるバスの適切な 〇積雪、凍結道路に於ける安全 〇労基法・改善基準のポイントの確認 〇要治療者に対する特別点呼
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